上 海 建 桥 学 院SJQU-QR-JW-013（A0）


《基础日语Ⅰ》课程教案

周次  3     第 1 次课   学时  10                    教案撰写人  刘敏芳         
	课程单元名称
	   五十音図

	本次授课目的与要求
発音が正確であり、ひらがなを比較的に流暢に音読することが要求されること
日本語の語感を養うこと


	教学设计思路
    主に発音練習させ、単語や文型の説明、文章の重点や難点をあげ、質問する。それから
後の練習問題をチックさせること
　すべて学生を基にすること
   

	本次教学重点与难点
[bookmark: _GoBack]正確なひらがなの発音
　正確にひらがなとかたかなを書くこと


	教学内容提要及时间分配
	教学方法与手段设计

	（可添页）
授業への導入　全部で80分間
本日の授業の内容について簡単に説明  5分
ひらがなを提出し、発音の練習       15分
新しい語彙を提出し習得、発音する   20分
ひらがなとかたかなの書き方の練習   15分
習ったものと関連する練習を繰り返して発音する 25分


	
ひらがなの発音、アクセント、イントネーションを段階的に取り上げ、それぞれ練習を通して、日本語の発音の特徴に気づかせるようにする
こと



	课外复习、预习要求及作业布置

学生が自主的に時間をかけ、習ったものを繰り返して練習すること
関連するひらがなやかたかなや単語を暗記すること
次回勉強予定内容を予習すること


	课后反思
	
授業を通じて、学生は日本語の勉強のいくつかの方法を学び、正確かつ自然な発音・イントネーション、流暢さを期待することができる。





上 海 建 桥 学 院

《基础日语Ⅰ》课程教案

周次  4     第 2 次课   学时  10                   教案撰写人  刘敏芳       
	课程单元名称
	   濁音や促音

	本次授课目的与要求
発音が正確であり、ひらがなやテキストを比較的に流暢に音読することが要求されること
発音の正確さと流暢さを養うこと
自然な日本語で話せるよう耳を慣らすとともに正しい発音を身につけること

	教学设计思路
主に発音練習させ、単語や文型の説明、文章の重点や難点をあげ、質問する。それから
後の練習問題をチックさせること
　すべて学生を基にすること


	本次教学重点与难点
濁音や促音の発音
　新しい文型：～は～です 　/　～も～です 　/　～はなんですか


	教学内容提要及时间分配
	教学方法与手段设计

	（可添页）
授業への導入　全部で80分間
本日の授業の内容について簡単に説明  5分
濁音、促音を提出し、発音の練習     15分
新出語彙を提示し、新出文型を導入（その語彙や文型の意味
や使い方などを理解させる）         20分
文型練習（代入練習、転換練習、結合練習、応答練習、拡大
練習など）                         15分
テキストを分析し、勉強              25分

	自由QA：今、習った文型を使いながら、自然な会話形式で実際のことを質問して、答えさせること
（学習者の状況に合わせて、具体的な質問をいくつか準備しておく）


	课外复习、预习要求及作业布置

学生が自主的に時間をかけ、習ったものを繰り返して練習すること
関連する単語やテキストなどを暗記すること
次回勉強予定内容を予習すること


	课后反思
	
授業を通じて、学生は日本語の勉強のいくつかの方法を学び、正確かつ自然な発音・イントネーション、流暢さ、文法の使用において内容理解に支障のある間違いがない技能を期待することができる。





上 海 建 桥 学 院

《基础日语Ⅰ》课程教案

周次  5     第 3 次课   学时  10                   教案撰写人  刘敏芳      
	课程单元名称
	   長音、拗音、拗長音の発音

	本次授课目的与要求
発音が正確であり、ひらがなやテキストを比較的に流暢に音読することが要求されること
発音の正確さと流暢さを養うこと
自然な日本語で話せるよう耳を慣らすとともに正しい発音を身につけること


	教学设计思路
    主に発音練習させ、単語や文型の説明、文章の重点や難点をあげ、質問する。それから
後の練習問題をチックさせること
　すべて学生を基にすること


	本次教学重点与难点
長音、拗音、拗長音の発音
　新しい文型：～は～にあります 　/　～はどこですか 　/　こちら、そちらなど


	教学内容提要及时间分配
	教学方法与手段设计

	（可添页）
授業への導入　全部で80分間
本日の授業の内容について簡単に説明       5分
長音、拗音、拗長音を提出し、発音の練習  15分
新出語彙を提示し、新出文型を導入（その語彙や文型の意味
や使い方などを理解させる）              20分
文型練習（代入練習、転換練習、結合練習、応答練習、拡大
練習など）                              15分
テキストを分析し、勉強                   25分

	自由QA：今、習った文型を使いながら、自然な会話形式で実際のことを質問して、答えさせること
（学習者の状況に合わせて、具体的な質問をいくつか準備しておく）


	课外复习、预习要求及作业布置
学生が自主的に時間をかけ、習ったものを繰り返して練習すること
関連する単語やテキストなどを暗記すること
次回勉強予定内容を予習すること


	课后反思
	
授業を通じて、学生は日本語の勉強のいくつかの方法を学び、正確かつ自然な発音・イントネーション、流暢さ、文法の使用において内容理解に支障のある間違いがない技能を期待することができる。
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